
カスタマー・ハラスメント対応方針 

 

１ 基本的な考え方 

公益財団法人尼崎市スポーツ振興事業団は、地域住民、受講生及び施設利

用者等（以下、「利用者等」という。）からの苦情、要望等に対し、適切かつ

誠実に対応します。 

一方、職員に対する暴言、威圧、脅迫、不当な要求、その他のカスタマ

ー・ハラスメントに対しては、職員の安全及び就業環境を守るため、組織と

して毅然とした態度で解決します。 

 

２ カスタマー・ハラスメントの定義 

利用者等からの要求内容に妥当性がないもの、又は要求内容に妥当性があ

る場合であっても、その要求を実現するための手段・態様が社会通念上不相

当であり、職員の就業環境を害するものについては、カスタマー・ハラスメ

ントに該当します。 

 

３ 組織としての対応方針 

正当な苦情や改善要望については真摯に受け止め、適切な対応に努める一

方、社会通念上相当な範囲を超える言動については、職員個人に対応を任せ

ることなく、組織として対応します。悪質と判断される場合、警察への通報

や弁護士等への相談その他必要な措置を講じます。 

 

４ 基本的な対策について 

（１）カスタマー・ハラスメントに対する事業団の基本姿勢の明確化とその周

知をすること。 

（２）職員のための相談対応体制の整備をすること。 

（３）カスタマー・ハラスメントへの対応方法等の策定をすること。 

（４）職員に対する研修を実施すること。 
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